
1

２００６年度
（平成１９年３月期）

第３四半期

事業進捗説明会

エーザイ株式会社
２００７年２月２日
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将来見通しに関する注意事項

• 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-
looking statements）を含みます。これらの文言は、現在における見込み、予測、リス
クを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、結果を招き得る不
確実性に基づくものです。

• それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替
変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実
性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、
技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならび
に効果に関するクレームや懸念、規制機関による承認取得、国内外の保健関連改
革、マネジドケア、健康管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府
の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定される
ものではありません。

• また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満
たす製造能力を構築する能力を欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られ
ない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありません。

• 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改
正が望ましい場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うもの
ではありません。
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第３四半期連結業績
２００５年４-１２月 ２００６年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比 増減額

売上高 4,499 100.0 5,008 100.0 111 509

売上原価 787 17.5 819 16.4 104 33

売上総利益 3,712 82.5 4,189 83.6 113 476

純利益 522 11.6 558 11.2 107 37

研究開発費 670 14.9 789 15.8 118 118

販売管理費 2,260 50.2 2,561 51.1 113 302

営業利益 782 17.4 838 16.7 107 56

経常利益 814 18.1 878 17.5 108 64

研開費＋営業利益 1,452 32.3 1,627 32.5 112 175

（億円、％）
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主要製品売上高
２００５年４-１２月 ２００６年４-１２月

実績 実績 前同比

計 1,426 1,827 128

日本 326 379 116

米国 843 1,145 136

計 1,140 1,309 115

計 115 37 33

米国 112 25 23

(百万ドル) (100) (22) (22)

ゾネグラン
抗てんかん剤

日本 217 237 109
パリエット ／
アシフェックス
プロトンポンプ
阻害型抗潰瘍剤

米国 842 948 113

(百万ドル) (751) (816) (109)

欧州 56 91 162

アジア 25 34 134

欧州・アジア 3 12 482

(百万ドル) (752) (985) (131)

欧州 226 258 114

アリセプト
アルツハイマー型
認知症治療剤

アジア 31 45 144

製品名 所在地

（億円、％）
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所在地別売上高

２００５年４-１２月 ２００６年４-１２月

構成比 実績 構成比 前同比 増減額

44.7 101

120

124

127

121

111

44.0

31

364

80

34

477

8.2

3.2

55.3

100.0 509

2,239

2,201

408

159

2,768

5,008

49.1

40.8

7.3

2.8

50.9

100.0

実績

日本 2,208

北米 1,837

欧州 329

アジア他 126

海外計 2,291

合計 4,499

（億円、％）

（外部顧客に対する売上高）
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２００５年４-１２月 ２００６年４-１２月

実績 構成比 実績 構成比 前同比 増減額

日本 636 74.8 577 67.6 91

25.1 135

101

128

129

小計 851 100.0 854 100.0 100 3

107

4.0

3.3

32.4

△59

214 56

0

6

62

消去・全社 △69 △15 53

56

34

28

277

838

北米

欧州

アジア他

海外計

合計 782

159 18.6

34 4.0

22 2.6

215 25.2

（億円、％）

所在地別営業利益
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Ｅｉｓａｉ Ｉｎｃ．損益実績

２００５年４-１２月 ２００６年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比 増減額

売上高 1,648 100.0 1,904 100.0 116 256

アリセプト 752 45.6 985 51.7 131 233

アシフェックス 751 45.6 816 42.8 109 64

フラグミン 19 1.2 48 2.5 252 29

ゾネグラン 100 6.1 22 1.1 22 △78

営業利益 133 8.1 172 9.0 129 38

純利益 90 5.5 124 6.5 138 34

営業利益

（ロイヤルティ控除前）
360 21.8 454 23.8 126 94

（百万ドル、％）



8

連結フリー・キャッシュ・フロー推移

営業キャッシュ・フロー 資本的支出等
フリー・

キャッシュ・フロー

実績 増減額 実績 増減額 実績 増減額

２００３年度
第３四半期 496 239 174 △13 322 251

２００４年度
第３四半期 530 34 296 122 234 △88

２００５年度
第３四半期 491 △39 314 18 177 △57

２００６年度
第３四半期 413 △78 433 119 △20 △197

（億円）
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主要品目治験進捗状況（１）
• Ｅ７３８９ (USAN: eribulin mesylate) ： 微小管伸長阻害

(2007年度３Ｑ サブパートＨ申請予定）

– 乳がん３ｒｄライン サブパートＨ試験進行中（エントリー終了）

– 乳がん２ｎｄライン フェーズⅢ試験進行中

– 乳がん３ｒｄライン フェーズⅢ試験進行中

– 前立腺がん フェーズⅡPOC試験進行中

– 非小細胞肺がんカルボプラチンとの併用
フェーズⅠｂ試験進行中

– 肉腫 フェーズⅡPOC試験開始

– 国内フェーズⅠ試験進行中

緑 : 微小管
青 : 染色体

微小管
染色体

Growing 
microtubule

Shortening 
microtubule

Tubulin
Polymerization

Tubulin
Depolymerization

Nonproductive 
tubulin aggregates

E7389

E7389

Spindle
Pole

Growing 
microtubule

Shortening 
microtubule

Tubulin
Polymerization

Tubulin
Depolymerization

Nonproductive 
tubulin aggregates

E7389

E7389E7389

Spindle
Pole
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主要品目治験進捗状況（２）
• Ｅ２００７ (USAN: perampanel) ： AMPA 受容体拮抗

（2007年度 パーキンソン病の申請予定）

– パーキンソン病 欧米でフェーズⅢ試験を実施中（３試験中１試験でエントリー終了）
計画どおり申請に向けて進行中（２００７年度申請予定）

– 片頭痛予防 フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

– てんかん フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

– 多発性硬化症 フェーズⅡＰＯＣ試験を準備中

• Ｅ５５６４ (INN: eritoran 4Na) ： エンドトキシン拮抗
（２００９年度 日・米・欧同時申請予定）

– 重症敗血症を対象としたフェーズⅢ試験を実施中
計画どおりのサイトオープン、患者エントリーが進行中

– 日本でのフェーズⅢ試験開始に先立ち、日本人を
対象とするフェーズⅠ試験を米国で実施中

Endotoxin

LipidA

Transcription Factor
NFkB

TLR4

Cell Membrane

Gene Transcription
Inflammatory 
cytokines, 
TNF, IL-1 etc 

Signal Transduction Severe
Sepsis

Adaptor Molecules

E5564

Nucleus

DNA
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LipidA

Endotoxin

LipidA
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領域 プロジェクト 作用機序 適応症 進捗状況

レノックス・ガストー症候群 2007年1月16日（英国時間）オーファン指定の販売承認を欧州委員会より取得 承認
ルフィナマイド
INOVELON ® レノックス・ガストー症候群

てんかん

パーキンソン病

片頭痛予防

てんかん

多発性硬化症

糖尿病合併症

筋萎縮性側索硬化症

アルツハイマー型認知症

乳がん

前立腺がん

非小細胞肺がん

肉腫

がん

がん

小細胞肺がん、すい臓がん

がん

がん

がん

T-614
サイトカイン/

イムノグロブリン産生抑制
関節リウマチ ２００３年９月申請 申請中

関節リウマチ ２００５年12月申請 申請中
乾癬 フェーズⅡ/Ⅲ試験進行中 2007年度D2E7

ヒト抗ヒトTNFα
モノクローナル抗体

クローン病 フェーズⅡ/Ⅲ試験開始

E5564 エンドトキシン拮抗 重症敗血症
重症敗血症を対象としたフェーズⅢ試験を実施中、計画どおりのサイトオープン、
患者エントリーが進行中、日本人を対象とするフェーズⅠ試験を米国で実施中

2009年度
（日米欧同時）

E2014 B型ボツリヌス毒素 痙性斜頸 ２００６年12月申請 申請中

KES524
セロトニン/ノルアドレナリン

再取り込み阻害
肥満症 フェーズⅢ試験進行中 2007年度

クレブジン HBV ポリメラーゼ阻害 Ｂ型肝炎 フェーズⅢ試験準備中（中国）

クリティカル・
ケア、

リウマチ等

フェーズⅡ試験実施中（欧米） 2010年度
E5555 トロンビン受容体拮抗 急性冠症候群

真菌感染症

２００６年９月に米国ＦＤＡよりApprovable letterを受領、
今後の承認に向けたアクションにつき、当局とミーティングを行う

欧米でフェーズⅢ試験を実施中、(３試験中1試験でエントリー終了)計画どおり
の申請に向けて進行中

フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

フェーズⅡＰＯＣ試験準備中

糖尿病性神経障害を対象としたフェーズⅢ試験を大日本住友製薬が米国に
おいて実施、結果解析中

フェーズⅡ/Ⅲ試験実施中

米国においてフェーズⅠ試験実施中 血中、脳髄液中のAβ量を測定し、
Proof of Principle(薬理作用の検証）をめざす

３ｒｄラインのサブパートＨ用試験進行中、
２ｎｄライン および３ｒｄラインフェーズⅢ試験進行中

フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

E7070 細胞周期G1期標的 イリノテカンとの併用で今後の可能性を追求 2010年度

フェーズⅠ試験実施中（日本） 2011年度

カルボプラチンとの併用フェーズ Ｉｂ試験実施中

フェーズⅡＰＯＣ試験開始

フェーズⅠ試験進行中（日本）
E7820 α2 インテグリン発現抑制 セツキシマブ併用フェーズⅠｂ/Ⅱ試験（３ｒｄライン）実施中（米国） 2011年度

E7080
VEGF受容体

チロシンキナーゼ阻害
日米欧でフェーズⅠ試験実施中 2012年度

フェーズⅠ実施中（米国）、Ｐ-糖タンパク質が高発現している大腸がんへの効果
に期待

フェーズⅠ進行中（米国）

AS-3201 アルドース還元酵素阻害 2009年度

E0302 メコバラミン

神経

E2012 γセクレターゼモジュレーター 2010年度

2007年度
（サブパートＨ申請）

E7389 微小管伸長阻害

E7974
ヘミアステリンタイプ
チューブリン重合阻害

2012年度

E1224 エルゴステロール生合成阻害 2011年度

申請予定

ナトリウムチャンネルの
モジュレーション 申請中

2007年度

E2007 AMPA 受容体拮抗

ＮＭＥパイプライン
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開発品名 適応

高度アルツハイマー型認知症 承認取得（米）
申請中（日・欧）

液剤
承認（米）

申請中（欧）

ゼリー剤 ２００７年度（日）

Ｈ．ピロリ除菌療法 承認取得（日）

パリエット®/
アシフェックス® 抗潰瘍剤（ＰＰＩ）

Ｈ．ピロリ２次除菌療法 申請中（日）

ＯＴＣ ２００７年度（米）

小児てんかん ２００９年度（欧）
ゾネグラン® てんかん治療剤

非びらん性胃食道逆流症 申請中（日）

徐放製剤 ２００９年度（欧・米）

アリセプト® アセチルコリン
エステラーゼ阻害剤

経皮吸収型テープ製剤 ２００９年度（欧・米）

長時間持続型製剤 ２００９年度（欧・米）

単剤療法 ２０１０年度（欧）

申請予定

主要な新適応・新剤形テーマ
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国内で活発な承認取得・申請
【承認】

パリエット プロトンポンプ阻害 Ｈ．ピロリ除菌３剤併用療法 ２００７年１月承認取得

【申請】

Ｔ-６１４
サイトカイン/
イムノグロブリン産生抑制

関節リウマチ ２００３年９月申請

Ｄ２Ｅ７
ヒト抗ヒトＴＮＦα
モノクローナル抗体

関節リウマチ ２００５年１２月申請

タンボコール Ｎａチャネル抑制 発作性心房細動・粗動 ２００４年１２月申請

非びらん性胃食道逆流症 ２００６年３月申請

Ｈ．ピロリ２次除菌併用療法 ２００６年８月申請

ワソラン カルシウム拮抗 心房細動、発作性上室性頻拍 ２００７年１月申請

パリエット プロトンポンプ阻害

イオメロン 非イオン性ヨード造影剤 イオメロン350の用法用量追加 ２００６年度申請予定

Ｅ２０１４ Ｂ型ボツリヌス毒素 痙性斜頸 ２００６年１２月申請

アリセプト アセチルコリンエステラーゼ阻害 高度アルツハイマー型認知症 ２００５年１２月申請

ヒト抗ヒトＴＮＦα
モノクローナル抗体

セロトニンおよびノルアドレナリン
の再取り込み阻害

ゼリー製剤

【２００７年度の申請予定】

Ｄ２Ｅ７ 乾癬 ２００７年度申請予定

ＫＥＳ５２４ 肥満症 ２００７年度申請予定

アリセプト アルツハイマー型認知症 ２００７年度申請予定

Ｅ０１６７（メナテトレノン、肝細胞がん再発抑制）の臨床試験は中止いたしました。
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米国で３０％を超える成長
唯一のフルスペクトラム アルツハイマー病治療剤

• 高度アルツハイマー病適応取得に合わせ集中的にディテール投入
１１月に過去３年間で最高のシェア オブ ボイス

• アルツハイマー病患者様の介護者に向けたＤＴＣ広告を積極的に実施
早期診断・早期治療の重要性を伝える

• 成長するロング ターム ケア市場に向けた、営業体制とプロモーションの
強化

2100

2200

2300

2400総処方数

05年度 3Q 05年度 4Q 06年度 1Q 06年度 2Q 06年度 3Q

メディケアパートD
スタート

高度適応取得

Source:IMS National Prescription Audit (tm) (Legacy)

（Ｘ １,０００）
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オンコロジーフランチャイズ展開を加速（１）
ドラマティック リープ プランにおける重点課題への対応

探索研究
筑波研究所とボストン研究所が中心

臨床開発
エーザイ･グローバル･クリニカル･ディベロップメント
(米国に本部）が主導

生産
抗がん剤生産施設を起工
• 米国ノースカロライナ工場内に、抗がん剤の生産

および製剤研究を行う新たな施設を起工
（２００６年１１月）

投資額：９０百万ドル
建築面積：６万５千平方フィート
無菌製剤の生産ラインと治験薬製造ライン
および付随する研究機能を整備

• 鹿島事業所に抗がん剤原薬プラント（Ｐ１棟）が
完成 （２００６年１１月）

ボストン研究所新探索研究棟

米国抗がん剤生産施設予定地
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販売・マーケティング
• １２月にサンディエゴにエーザイ・オンコロジー・フランチャイズ・

オフィスを設置
• フラグミンのオンコロジー適応追加に向け、ホスピタルチームを

がん領域に展開する研修開始
将来的にはライガンド社から移籍したＭＲを加え、がん関連
製品のプロモーションを実施 （２０１１年度目標３００名）

アドバイザリー・ボード
• オンタック、タルグレチンの適応疾患の皮膚Ｔ細胞性リンパ腫に

関するアドバイザリー・ボード・ミーティングを開催
皮膚科医やがん専門医など、キー オピニオン リーダーとの
コミュニケーションをスタート

オンコロジーフランチャイズ展開を加速（２）
ドラマティック リープ プランにおける重点課題への対応

Ｅ７３８９新発売に向けた万全な準備態勢

ライガンド社からオンコロジー・エキスパートとノウハウを獲得
学会活動、償還、物流、ＦＤＡとの折衝等
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新製品と販売国の拡大
• イノベロン 欧州委員会よりレノックス・ガストー症候群（オーファン指定）

の適応症で販売承認を取得
（２００７年１月１６日）

- ２００７年度第１四半期に英国、
ドイツでの発売を目指す

• ゾネグラン販売国
- 新規販売国のスイス、ノルウェー （１１月）、イタリア（１２月）を加えて

欧州12カ国で順調に推移
- 欧州全域での販売を目指す

• ポルトガル販社の設立（２００６年１１月３日）

• ベネルクス三国（オランダ、ベルギー、ルクセンブルグ）へ販社設立予定 （２００７年度）

• 発展する中東欧、ロシアへの進出準備（２００７年度）

- ポーランド、チェコ、スロバキア、ハンガリーに駐在員事務所開設予定
- ロシアに駐在員事務所開設予定

欧州の現況
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第４の価値創造拠点・インド
トランスフォーメーション戦略の推進

機 能 概 要

探索研究 ネグレクテッド・ディジーズに対する治療薬の創薬研究

臨床データ解析 グローバル・データマネジメント、生物統計解析機能

開発研究
原薬・製剤生産

プロセス研究と製剤研究機能を装備、グローバルな製品安定供給を
目的にした拠点 （バイザッグ）

販売 Eisai Pharmaceuticals India Pvt. Ltdを2004年10月設立（ムンバイ）

生産研究会社：Eisai Pharmatechnology & Manufacturing Pvt. Ltd

場 所： アンドラプラデシュ州ビシャーカパトナム/
バイザッグの工業団地内

敷地面積： ２０.２万m2

投資額： 約５０億円
要員数： １３０名を予定
稼 動： ２０１０年度

： 販売会社

： 生産研究会社

バイザッグ
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国内医薬事業

*Copyright 2007 IMSジャパン（株） 出典： IMS医薬品市場統計 2006年度累計（１２月まで） 無断複製・転載禁止

• 薬価改定下で善戦する国内医療用医薬品

– ２００６年度薬価改定の影響率は、７％台前半（２００５年度
実績ベース）
アリセプトは約６％、パリエットは１５％の改定率

– 医療用医薬品売上高実績 １,６８７億円（第３四半期累計）
前年比１０２％を確保

– ＩＭＳベースでは前年比１０１％を確保し、低成長下の市場を
２ポイント上回る成長性を達成

• 好調を続けるＯＴＣビジネス
（２０１１年度営業利益率２０％をめざす）

– 市場全体が伸び悩む中、第３四半期までの累計売上高は
前年比１０８％で推移、営業利益は１０％台半ばを確保
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通期連結業績見通し
２００５年度 ２００６年度

見通し 売上比 前期比

１０月
発表値

から増額

（参考）

５月短信

6,400

1,010

1,040

670

234.4

111 150

10

140

20

100

20

25

15

5.2

105

112

115

112

112

111

110

111

100.0

16.5

83.5

16.0

51.5

16.0

16.6

10.5

6,680

1,100

5,580

1,070

3,440

1,070

1,110

700

246.4

実績 売上比

売上高 6,013 100.0

売上原価 1,045 17.4

売上総利益 4,967 82.6

当期純利益 634 10.5

研究開発費 932 15.5

販売管理費 3,078 51.2

営業利益 957 15.9

経常利益 1,000 16.6

ＥＰＳ （円） 221.9

（億円、％）

詳細は短信７ページ参照
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期末配当金の見通し

年度
中間
配当

期末
配当 年間配当 ＲＯＥ

配当
性向 ＤＯＥ

2003 18円 18円 36円 12.4%

12.6%

2005 40円 50円 90円 13.0% 40.6% 5.3%

2006 55円 65円 120円 13.1% 48.8% 6.4%
（予想）

2.6%

2004 21円 35円 56円

20.9%

29.0% 3.7%

（予想）（予定） （予定） （予想）

５月発表から１０円増額
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